
平成２２年第３回理事会議事録 

 

１． 各委員会報告について‐‐‐４月８日第２回理事会以降（別添資料） 

（１）総務委員会 

   1）学生に対する表彰 

     5 校７名を予定していたが、1校該当者がいなかったため 4校６名の表彰となった 

   ２）社会環境小委員会‐‐‐NPO法人「さっぽろ住まいのプラットフォーム」との協働活動 

   ３）前回の理事会で提案された、加藤氏の「札幌支部におけるまちづくり関連活動について 

の情報提供」について、まちづくり委員会で検討中 

   ４）札幌市から福祉関連事業の委託について依頼があり検討したが、札幌支部として受ける 

ことは難しい。‐‐今後新しい情報が入ったら、各委員会で検討する。 

   ５）会長表彰‐‐‐年齢５０歳以上会員暦２０年以上 

             大橋周二氏、小坂佳史氏、高橋敏治氏、豊山孝雄氏 の４名を推薦 

６）連合会長表彰‐‐‐年齢６０歳以上会員暦２０年以上 

             須藤力弘氏、三浦 豊氏 の２名を推薦 

７）会員増強について 

‐‐‐以前から会員増強については検討していたが、具体的に各委員会からアイディアを募 

っていく。栄米治先生の基金の活用もあわせて検討する。 

   ８）本部の財政改革に伴う支部の財政について 

 ‐‐‐次回の本部理事会の結果に伴い、理事会で検討 

     全道、全国大会の補助金（登録料）について、次回理事会に諮る 

 

（２）まちづくり委員会‐‐‐別添資料「景観セミナー企画書」 

１）ＩＺＡネット委員会‐‐‐応急危険度判定石狩地区協議会への参画 3/24 参加 

２）札幌市木造耐震診断補助事業への協力 

３）被災建築物応急危険度判定情報伝達訓練への参画→9月紋別市開催 

４）まちづくりに関するセミナー等の開催 

  ‐‐‐別添「札幌市出前講座」などを利用 

５）町内会等に向け開催をして行く→講習会及びセミナー（勉強会） 

  （９）の景観スペシャリストを育成するなど、ゆくゆくは町内会にアドバイスできるような 

  活動をしてゆきたい。 

６）札幌石山地区等調査研究 

‐‐‐現在の資料の取りまとめを行う→「変わりゆく街並みさっぽろ」への掲載更新 

７）見学会の開催検討を行う。 

‐‐‐他委員会との連携による街並み見学会を検討していく。 

  景観の講座を基に、建物だけでなく工作物等も見学にお取り入れたい。 

８）札幌市の景観行政への関わりを検討 

‐‐‐資料の確認及び現状でのどの様な関わりをしていくか検討を行う。 

９）景観スペシャリスト養成講座 

札幌市の景観に関する住民との取組支援等を行うために、景観に関する知識の向上と 

１．日 時 平成２２年７月２１日（水）１８：００～ 

２．場 所 北海道住宅供給公社２０１会議室 

３．出席者 ３４名（別紙・うち委任状１３名） 理事４８名の３分の１、１６名で成立 

  



地域の景観形成のアドバイスができる人材育成のためのセミナー 

第１回は、８月２６日を予定 

     第１講座（ ８／下旬）平日夜 2時間程度 札幌市景観計画について① 

第２講座（ ９／中旬）平日夜 2時間程度 札幌市景観計画について② 

第３講座（１０／中旬）平日夜 2時間程度 札幌市景観計画について③ 

第４講座（１１／上旬）日中 ４時間程度 見学会 ワークショップ（１１～１月中） 

第５講座（Ｈ２３年２／上旬）平日 2時間程度 総括第１～３講座の内容 

 

（３）事業委員会‐‐‐別添資料「企画書―岩見沢複合駅舎講演会」 

   １）二級建築士受験者講習会（学科）の実施‐‐‐５月２９日～３０日 

   ２）「住宅エコポイント申請に関する実務セミナー‐‐‐６月１日開催 

   ３）外断熱セミナー 

‐‐‐その１  ７月２４日開催 施工現場見学会 

          その２  マンションの外断熱改修の現場見学会 

４）二級建築士受験講座（製図）‐‐‐８月２８、２９日予定 

５）岩見沢駅設計者講演会‐‐‐開催日は９月２９日（水）とする。 

   ‐‐‐別添資料を基に説明 

     会費は無料とし、講師謝礼・交通宿泊費も予算どおりとする。 

６）栗田氏講演会（カラーユニバーサルデザイン）‐‐‐１１月予定 

 

（４）交流委員会 

   １）ゴルフ大会‐‐‐５月２２日（土曜日） 

   ２）パークゴルフ大会‐‐‐６月２０日（日曜日） 

   ３）ボーリング大会‐‐‐１２月予定（青年委員会と共同作業） 

   ４）イベント実行委員会（佐々木実行委員長から説明） 

‐‐‐ビールパーティー ７月１日（木曜日）ホテルポールスター札幌 

  収支について、今のところ４１万円ほどの残がある 

  来年に向けて、会場の大きさ、音の問題等をっ見直していく 

  平成２３年度 ６月３０日を仮予約済み 

    ‐‐‐建築の日イベント 

① 会員向けイベント 見学会「札幌駅前通り地下歩行空間」 ７月１５日（木） 

② 一般向けイベント マイホームセンターにおいてセミナーを開催 

５）旅行会 定山渓温泉 ホテル鹿の湯（暫定） １１月若しくは平成２３年４月予定。 

６）見学会‐‐‐会員の希望があれば開催する 

 

（５）情報委員会 

   １）広報誌について 

‐‐‐支部だより「街」№１の発行（６月発行） 

支部ニュースの発行（１～７月号発行） 

２）ホームページ運営・管理（随時） 

３）会員名簿の発行‐‐‐名簿の整理を行っている 

 

（６）専攻建築士委員会 

   １）設計専攻部会 

     ・設計専攻建築士ファイル平成２２年版の作成 

     ・設計専攻建築士パネルを作成し建築士の日イベントで展示‐‐‐７月１日 



(7)青年委員会 

   １）第１回ブロック協議会の開催（４月１７日札幌開催） 

     研修会テーマ 「これからの地域実践活動」～建築士の可能性～ 

    ・各支部の活動について問題点・解決策などをディスカッション 

・札幌オオドオリ大学によるワークショップ（ワールドカフェ方式） 

２）二級建築士受験者講習会への講師派遣（５月２９日 ２名） 

３）建築士の日イベント‐‐‐ビールパーティーの進行及びゲームコーナーを担当 

４）若手建築士向け勉強会の企画‐‐‐模擬勉強会実施（６月１７日） 

５）青年建築士の集いへの参加（６月１９日北見開催） 

・CPD 制度と専攻制度の改変 

・建築確認手続きの運用改善について 

・北見信用金庫及びピアソン記念館見学 

・ピアソン記念館についての講義 

６）地域実践活動の模索 

７）青年のホームページリニューアル及びブログの活用 

８）キャンプの企画‐‐‐８月７日～８日、銭函ホリエビーチにて計画 

 

２．新法人制度について‐‐‐別添資料 

   牛田事務局次長から説明 

   一般社団法人になった場合、支部の特別会計にある８００万円の使い方について次回の 

  理事会までに意見・企画等を出していただく 

   今年、来年は備品・事業で用い、以降は公益目的事業計画を策定する。 

 

３． 新法人制度に伴う財政について 

・専攻建築士委員会提案‐‐‐別添資料 

     ２の「住宅トラブル相談窓口」については一般的な相談窓口としたほうが良いのではない 

か。‐‐‐今後このことについて、検討していく 

   ・備品等の購入について 

    ‐‐‐事務局では、議題２の資金で備品の購入を考えている。（パソコン、プロジェクター等） 

      購入したものが財産とならないかという意見に対し、本部に確認した結果５０万円までな 

ら備品として購入し、備品台帳に載せる。２社見積もりの結果、パソコン約２０万円、プロ 

ジェクター約２０万円と言うことで、購入する。 

   ・ホームページの運営・管理への予算‐‐‐対外的な情報提供ということなので問題なし 

 

４．その他 

  ・全国大会、全道大会の申し込みについて 

   ‐‐‐締め切りが迫っているので、参加される方は申し込みをしてください。 


